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発信課 旭川市旭山動物園

担当者 松尾 英将

連絡先

電 話 0166-36-1104

ＦＡＸ 0166-36-1406

E-mail zookoho@city.asahikawa.lg.jp

分 類 イベント･行事 募集 契約･入札 会議･説明会 その他

（該当する分類を囲むこと。）

日 程 4月 25 日(月) 10:00～12:00

発表項目

（行事名）
えぞひぐま館及びホッキョクグマの子どもの事前公開

概 要

（趣旨・日時・

場所・内容等を

記入すること。）

4 月 29 日（金・祝）より令和 4年度の夏期開園がスタートし，大型施設

としては 9年振りとなる「えぞひぐま館」のオープン，そして，昨年の 12

月に誕生しましたホッキョクグマの子どもの一般公開が始まります。

つきましては，開園前に各報道機関様を対象とした事前公開を行います

ので，取材等よろしくお願いします。

なお，質問や園からのコメントは，囲み取材形式にて応対させていただ

きますので，御理解と御協力をお願いします。

1 日 時 令和 4年 4月 25 日（月）

※集合 9:45 東門（団体ゲートから入園）

10:00 ～ えぞひぐま館

・施設見学

・囲み取材

11:00 ～ ほっきょくぐま館

・囲み取材

※時間は前後する場合があります。

2 応対者 園長 坂東 元

えぞひぐま館担当 大内 章広

ほっきょくぐま館担当 大西 敏文

添付資料 有 ・ 無

報道（取材）に当

たってのお願い

取材を希望される場合は事前に連絡をお願いします。

集合は，時間厳守でお願いします。9時 45 分になりましたら現地へ

の移動を開始します。

お車は東門駐車場にお停めください。

備 考



旭山動物園 えぞひぐま館の概要

１ コンセプト

北海道の動物を象徴する「エゾヒグマ」の新たな展示施設により，動物の更なる魅力発信はもと

より，野生動物の生息環境が変化の一途をたどり，特に近年では市街地への出現により人との軋轢

が多発する中，人と野生動物との関わりを考え，来園者と共に新たな一歩を踏み出す契機とする。

また，北海道の在来動物は，地元住民だけでなく道外や海外の方が強い興味を示しており，エゾ

シカの森，シマフクロウ舎，タンチョウ舎，北海道産動物舎といった道産動物の展示施設群の中心

に配置することで，道産動物エリアの更なる充実を図る。

２ 展示方法

屋外では柱状節理の崖や滝，岩場や川，植栽など，「エゾヒグマ」が棲む身近な風景を創り出すと

ともに，屋内では生息地域の四季折々の映像を背景に投影する新たな手法も取り入れることで，野

性味あふれる行動を観察できる展示を行う。

渓流釣りに行ったら出会ってしまった！というような「エゾヒグマ」の生活空間に来園者が入り

込んでのぞき見するような展示とし，「エゾヒグマ」のにおい，気配が感じられる空間を再現する。

３ 工事概要等

（１）工事概要

鉄筋コンクリート造 地上２階地下１階

延床面積 558.77 ㎡

（屋内放飼場，予備放飼場，観察通路，寝室１・２・３，産室，管理諸室）

屋外放飼場 448 ㎡

屋内放飼場 45 ㎡

擬木 H=4.7ｍ

（２）建築工事期間

令和２年６月１８日から令和４年１月３１日まで

（３）工事費用（※あさひやま”もっと夢”基金の一部を活用）

ア 本体

3,465,000 円（地質調査 令和元年度）

15,107,964 円（建築設計 令和元年度）

4,712,357 円（設備設計 令和元年度）

853,599,541 円（工事 令和２・３年度）※建築・電気・機械

イ 外構

5,159,000 円（外構設計 令和２年度）

32,978,000 円（工事 令和３年度）

４ オープン

令和４年４月２９日予定


